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１．宮城県渋滞対策連絡協議会のこれまでの流れについて
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■平成２４年度、「宮城県の主要渋滞箇所２５１箇所」を公表。平成２５年度、「宮城県の渋滞箇所に係る渋滞対策の
基本方針（案）」を決定。平成２６年度から主要渋滞箇所について速度状況のモニタリングを行い、基本方針（案）
を更新。

■平成２８年度は、前年度に引き続き主要渋滞箇所について速度状況のモニタリングの更新結果を提示するととも
に、主要渋滞箇所の解除基準（案）、仙台都市圏における渋滞状況等を提示。

宮城県渋滞対策連絡協議会のこれまでの流れ【平成２４年度～平成２８年度】

平成２４年度 主要渋滞箇所の特定・公表

平成２６年度 主要渋滞箇所に関する速度状況のモニタリング方法の決定
事業実施による渋滞緩和効果の確認
宮城県の渋滞箇所に係る渋滞対策の基本方針（案）の更新

平成２５年度 宮城県の渋滞箇所に係る渋滞対策の基本方針（案）の決定

平成２９年度
第１回渋滞協

○ 主要渋滞箇所のモニタリング結果（Ｈ２８年データの反映）
○ 主要渋滞箇所の解除候補（案）
○ 上愛子地区検討部会について

平成２８年度 主要渋滞箇所のモニタリング（H27年データの反映）
主要渋滞箇所の解除候補（案）
仙台都市圏の渋滞状況

公表（Ｈ２５．１．２４）
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平成２７年度 主要渋滞箇所のモニタリング（H26年データの反映）
宮城県の渋滞箇所に係る渋滞対策の基本方針（案）
今後の調査・検討方針（案）



２．主要渋滞箇所のモニタリング結果について
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一般道路における主要渋滞箇所の抽出基準

■主要渋滞箇所は、平成２４年度にデータに基づく客観的な分析を基本としつつ、道路利用者の意見
や地域性を反映した評価方法により、地域の実感との整合性を図り抽出

■なお、速度に関する解析・評価については、民間プローブデータを用いて実施

渋滞多発箇所 特定日に起こる渋滞

観点①
通常時の断続的な渋滞

観点②
休日・観光期等の
特定日における
渋滞・速度低下

観点③
高速道路

通行止め時の
渋滞・速度低下

抽出基準1：

混雑指標に
よる客観的
な抽出

●混雑による影響が大きい箇所
・年間総損失時間80万人・時間/年以上

●ラッシュ時の速度低下が著しい箇所
・特定時間帯に損失時間182.6人・時間/時以上
・朝(7～9時)、夕(17～19時)に渋滞(走行速度

が20km/h以下)が発生

抽出基準2：

地域の実情
に応じた個
別課題箇所
の抽出

●交通結節点周辺で著しい渋滞が発生

・駅やバスターミナル周辺において渋滞(走行
速度が20km/h以下)が発生

●踏切の影響で著しい渋滞が発生
・踏切の影響で渋滞(走行速度が20km/h以下)

が発生

●休日に著しい渋滞が
発生

・観光や大型商業施設への買
物等により、休日において渋
滞(走行速度が20km/h以下)
が発生

●高速道路通行止めによ
り著しい渋滞が発生

・高速道路通行止め時に、平行
する一般道路において渋滞
(走行速度が20km/h以下）が
発生

パブリックコメントによる追加箇所(地域の意見)

主要渋滞箇所の特定



宮城県内の主要渋滞箇所

■ 宮城県内における主要渋滞箇所は客観的なデータと道路利用者の意見や地域性を踏まえて、
４つの観点から平成２４年度に一般道２５１箇所、高速道路１８区間が設定された。

◎一般道路 251箇所 ◎高速道路 18区間
一般道路主要渋滞箇所の内訳
◆エリア： 4エリア ※34区間（89箇所）と22箇所含む
◆区 間： 30区間 ※89箇所含む
◆箇 所： 51箇所

エリア：都市部等、混雑区間・箇所が面的に広がっており
、複数路線に跨り複数の主要渋滞箇所を含む区域

区 間：交差点等が連担するなど、速度低下箇所が連続し
ており、複数の主要渋滞箇所を含む区間

▼宮城県内の主要渋滞箇所

◎平成２８年度までに解除した箇所 8箇所

◎平成２９年現在 ２４３箇所
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渋滞多発箇所 特定日に起こる渋滞 高速道路渋滞多発箇所

観点①
通常時の断続的な渋滞

観点②
休日・観光期等の特定日に
おける渋滞・速度低下

観点③
高速道路通行止め時の
渋滞・速度低下

観点④
高速道路の
渋滞・速度低下箇所

抽出基準１

混雑指標による客観
的な抽出

●混雑による影響が大きい
箇所：６箇所

●ラッシュ時の速度低下が
著しい箇所：１０２箇所

●お盆や年末年始を中心
に著しい渋滞が発生

●休日に速度低下が発生
●交通容量が不足してい
ることで混雑する区間

１８区間
抽出基準２

地域の実情に応じた
個別課題箇所の抽出

●交通結節点周辺で著しい
渋滞が発生：１６箇所

●踏切の影響で著しい渋滞
が発生：１箇所

●休日に著しい渋滞が
発生：４２箇所

●高速道路通行止めによ
り著しい渋滞が発生
：６箇所(６地区)

抽出基準３

パブリックコメントによ
る抽出

●平日における速度低下
：５７箇所

●休日における速度低下
：１８箇所

●高速道路通行止めによ
る速度低下：３箇所

H２８年度解除箇所 ４箇所 ４箇所

主要渋滞箇所合計 １７８箇所 ５６箇所 ９箇所

一般道合計 ２４３箇所



主要渋滞箇所のモニタリング指標

■ 平成２４年度に抽出された主要渋滞箇所の経年的な速度状況のモニタリングを行い、道路整備等
の渋滞対策を実施したことによる渋滞状況の変化の把握を平成２６年度より実施している。

抽出基準 モニタリング指標

抽出基準 概要 指標 概要

一
般
道
路

混雑による影響
が大きい箇所

交差点渋滞損失時間80万人時間/年以上
もしくは時間帯別速度20㎞/h以下

時間帯別
最低速度

（平日・休日）

平日及び休日別に7時～19時の12時間におい

て時間帯別に速度を算出し、最も速度が低下
する時間帯の速度を抽出した。

ラッシュ時の速
度低下が著しい

箇所

交差点渋滞損失時間182.6人時間/時以上
もしくはピーク時速度20㎞/h以下

休日に著しい渋
滞が発生

時間帯別速度20㎞/h以下

高
速
道
路

交通容量が不足
していることで混

雑する区間

混雑度

ൌ
平均12時間交通量（トラカンデータ）

H22センサス交通容量

混雑度
（平日）

混雑度 ൌ
平均12時間交通量（トラカンデータ）

H27センサス交通容量

休日に速度低下
が発生

休日の7時～19時の12時間において、時間

帯別に区間単位毎に平均速度を算出し、最
も速度が低下する時間帯の速度を抽出した。

速度5%タイル

値（休日）

休日の7時～19時の12時間において、時間帯

別に区間単位毎に平均速度を算出し、最も速
度が低下する時間帯の速度を抽出した。

サンプルなし １７時台が最も遅い
⇒時間帯別最低速度として抽出

7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台
16.7 8.8 - 8.2 21.0 14.3 8.4 - 11.1 13.3 7.8 11.4

40km/h以下

Ｈ28.4～9　休日　平均旅行速度　（５％タイル値）
7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 時間帯 速度

24 仙台南部道路 山田～仙台南 上り 70.4 69.4 68.0 23.4 62.1 65.2 72.3 71.6 72.3 69.5 70.6 71.0 10時 23.4
下り 76.3 76.0 75.7 75.0 73.9 77.1 77.2 76.5 77.7 77.4 77.8 76.5 11時 73.9

H28休日最低時間帯・速度区間
No.

路線名 区間名 上下線

10時台が最も速度が低下している。
⇒速度5％タイル値（休日）として抽出

▼一般道路抽出例

▼高速道路抽出例
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単位：㎞/h

単位：㎞/h

※H24.4～9とH28.4～9のデータを比較
※高速道路の混雑度はH28.4～7の交通量を使用（抽出時と同様月）



主要渋滞箇所のモニタリング結果

宮城県内合計 渋滞が緩和※1 渋滞が一部緩和※1 渋滞緩和なし※2

243箇所
（H28年度解除8箇所除く）

10箇所 62箇所 171箇所

※1：「渋滞が緩和」はモニタリング対象流入方向全てで渋滞が緩和している交差点、「渋滞が一部緩和」はモニタリング対象流入方向のうち一部で渋
滞が緩和している交差点
※2： 「観点③ 高速道路通行止め時の渋滞・速度低下」の抽出箇所 ）、震災後の復旧工事中（No.126十日町交差点、No.138新浜町交差点）を含む

▼主要渋滞箇所の交差点別モニタリング結果

■宮城県内２４３箇所（平成２９年現在）の主要渋滞箇所のうち、渋滞が緩和した箇所は１０箇所。
■それらのうち、事業実施により渋滞が緩和した箇所は３箇所（山寺交差点、山元町小平交差点、石巻

北部バイパス入口交差点）。
■関連事業無しの箇所は平成２８年度の単年度だけの緩和のため引き続きモニタリングを実施。

結果 路線名：主要渋滞箇所名 関連事業
モニタリング方向の

速度変化【H24⇒H28】

事業に
より渋滞
が緩和

国道６号：山寺交差点
常磐道（相馬IC～山元IC）開通（H26.9）

18.2km/h ⇒ 34.5km/h

4.4km/h ⇒ 26.8km/h国道６号：山元町小平交差点※

国道398号
石巻北部バイパス入口交差点

矢本石巻道路４車線化（鳴瀬奥松島IC ～石巻
河南IC）（H27.3）、（石巻河南IC～石巻女川IC）

（H27.10）、石巻女川IC新設（H27.10）
11.4km/h ⇒ 21.0km/h

関連事
業無し。
モニタリ
ングを継

続

国道６号：高瀬交差点※ （関連事業無し） 5.4㎞/h ⇒ 20.1㎞/h
（主）気仙沼唐桑線：旧鼎が浦高校前入口交差点 〃 18.7km/h ⇒ 21.9km/h

国道48号：熊ヶ根交差点 〃 17.7km/h ⇒ 21.9km/h
気仙沼市道：ボランティアセンター前交差点 〃 25.7km/h ⇒ 30.1km/h

市道：仙台城址入口交差点※ 〃 9.8km/h ⇒ 23.4km/h

国道108号：菰継交差点※ 〃
（主） 7.2km/h ⇒ 20.4km/h
（主）12.9km/h ⇒ 22.0km/h
（従）14.5km/h ⇒ 29.9km/h

国道６号：沼頭交差点※ 〃
（主） 7.9km/h ⇒ 20.7km/h
（従） 8.6km/h ⇒ 21.1km/h

▼渋滞が緩和した交差点及び関連事業

8※抽出時からの評価区間の見直しを実施



主要渋滞箇所のモニタリング結果

▼渋滞が緩和した交差点N
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183.ボランティアセンター前交差点

108.石巻北部バイパス入口交差点

249.熊ヶ根交差点

208.山寺交差点

石巻女川IC新設

鳴瀬奥松島IC～石巻女川IC4車線化

常磐道(相馬IC～山元IC)

凡例

渋滞が緩和し要因が不明確な箇所

渋滞が緩和し要因が明確な箇所

Ｅ45三陸自動車道

Ｅ48山形自動車道

仙台市

南三陸

石巻市

大崎市

岩沼市

Ｅ48仙台南部道路

129.旧鼎が浦高校前入口交差点

Ｅ6常磐自動車道

104.菰継交差点

68.仙台城址入口交差点

210.山元町小平交差点

207.高瀬交差点

227.沼頭交差点



３．主要渋滞箇所の解除について（一般道）
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主要渋滞箇所の解除方針

■宮城県内の主要渋滞箇所について、モニタリングを継続的に行い、渋滞状況の変化を把握する。
■モニタリング結果に基づき、特定要件を満たさなくなり、渋滞緩和が見られる箇所に対し、以下のとおり判定する。

⇒渋滞緩和の要因が明確な場合（対策の効果が発現している場合等）は、解除対象とする。
⇒渋滞緩和の要因が明確でない場合はモニタリングを継続（渋滞緩和が２年間継続した場合は解除対象とする）。

▼主要渋滞箇所の見直しフロー（案）

特定要件を満たさなくなり
渋滞緩和が見られる

主要渋滞箇所からの解除候補
（渋滞協で議論の上判定）

Yes

No

Yes

No

対策の実施有無等により要因を確認（現地確認を含む）

渋滞緩和が２年間継続
Yes

宮城県内の主要渋滞箇所（251箇所）

No

特定要件に基づきプローブデータによる速度分析を実施

※主要渋滞箇所２５１箇所のうち、高速道路
通行止め時の渋滞が要因で選定した９箇
所については別途検討

※高速道路１８区間についても別途検討

主要渋滞箇所として、対策実施及びモニタリングを継続

渋滞緩和の要因が明確か？
（対策の効果が発現している場合等）

※H28年度解除8箇所除く

No
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主要渋滞箇所の解除方針

■宮城県内の主要渋滞箇所について、モニタリングを継続的に行い、渋滞状況の変化を把握する。
■モニタリング結果に基づき、特定要件を満たさなくなり、渋滞緩和が見られる箇所に対し、以下のとおり判定する。

⇒渋滞緩和の要因が明確な場合（対策の効果が発現している場合等）は、解除対象とする。
⇒渋滞緩和の要因が明確でない場合はモニタリングを継続（渋滞緩和が２年間継続した場合は解除対象とする）。

▼主要渋滞箇所の見直しフロー（案）

特定要件を満たさなくなり
渋滞緩和が見られる

主要渋滞箇所からの解除候補
（渋滞協で議論の上判定）

Yes

No

Yes

No

対策の実施有無等により要因を確認（現地確認を含む）

渋滞緩和が２年間継続
Yes

宮城県内の主要渋滞箇所（251箇所）

No

特定要件に基づきプローブデータによる速度分析を実施

※主要渋滞箇所２５１箇所のうち、高速道路
通行止め時の渋滞が要因で選定した９箇
所については別途検討

※高速道路１８区間についても別途検討

240箇所
243箇所

10箇所

3箇所

山寺交差点
山元町小平交差点
石巻北部バイパス入口交差点

7箇所

7箇所

主要渋滞箇所として、対策実施及びモニタリングを継続

渋滞緩和の要因が明確か？
（対策の効果が発現している場合等）

233箇所

※H28年度解除8箇所除く

No
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3箇所



主要渋滞箇所からの解除候補（案）

■H28モニタリングにおいて渋滞が緩和した交差点（１０箇所）を判定し、３箇所が主要渋滞箇所からの
解除候補となる。
⇒いずれの箇所も、渋滞緩和要因が明確、または２年連続で渋滞が緩和（特定要件を満たさなかっ

た場合）。

▼渋滞が緩和もしくは渋滞箇所ではないと判断した交差点（計３箇所）の渋滞緩和要因

主要渋滞箇所名 渋滞が緩和した要因
解除候補

対策実施により
渋滞が緩和

渋滞緩和が
２年間継続

山寺交差点 ・常磐道（相馬IC～山元IC）により、国道6号休日下り方向の渋滞が緩和 ○ ○

山元町小平交差点 ・常磐道（相馬IC～山元IC）により、国道6号休日上り方向の渋滞が緩和 ○ ○

石巻北部バイパス入口交差点
・矢本石巻道路（鳴瀬奥松島IC～石巻女川IC４車線化）および石巻女川IC新
設により、蛇田北交差点からの先詰まり渋滞が緩和

○
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対策による効果が見られた主要渋滞箇所のモニタリング結果

№ 主要渋滞
箇所名

抽出条件 事業名 供用日 整備概要 事業
主体

効果検証結果

１ 石巻北部バ
イパス入口
交差点

平日 石巻女川IC
新設

H27.10 ・石巻女川
IC新設

・県道石巻
女川インター
線開通

仙台河国 平日上り方向（石巻女川
IC方面）の速度が改善

２ 山寺交差点 休日 常磐道（相馬
IC～山元IC）

H26.12 23.3km
2車線部分
開通

NEXCO
東日本

休日下り方向（仙台方面）
の速度が改善

３ 山元町小平
交差点

休日 常磐道（相馬
IC～山元IC）

H26.12 23.3km
2車線部分
開通

NEXCO
東日本

休日上り方向（東京方面）
の速度が改善

■石巻北部バイパス入口交差点では、矢本石巻道路 石巻女川IC新設により、蛇田北交差点からの先
詰まり渋滞が解消。平日上り方向（石巻女川IC方向）の速度が改善。

■山寺交差点では、常磐道（相馬IC～山元IC）の整備により、休日下り方向（仙台方向）の速度が改善。
■山元町小平交差点では、休日上り方向（東京方面）の速度が改善。

(H24：11.4km/h ⇒ H28：21.0km/h）
＋9.6km/h

▼事業実施により渋滞が緩和した交差点における効果検証結果

(H24：18.2km/h ⇒ H28：34.5km/h）
＋16.3km/h

14

(H24：4.4km/h ⇒ H28：26.8km/h）
＋22.4km/h



石巻エリア

渋滞緩和効果が見られた事業の位置

【全体図】 【石巻市】
H27.10 石巻女川IC新設〔矢本石巻道路〕

凡 例
：渋滞緩和方向

石巻市

E6常磐道
（相馬IC～山元IC）

２

山元町

【山元町】

山寺交差点

E6常磐道
（相馬IC～山元IC）

２

H26.12 2車線部分開通〔常磐道（相馬IC～山元IC）〕

石巻北部バイパス入口交差点

石巻女川IC新設１

石巻女川IC新設１

15

山元町小平交差点

Ｅ45
三陸自動車道

蛇田北交差点

Ｅ6
常磐道
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45

398

398

：主要渋滞箇所

蛇田北交差点

石巻北部バイパス入口交差点

【矢本石巻道路 石巻女川IC新設】 （平成27年10月4日開通）

■石巻北部バイパス入口交差点の旅行速度が県道石巻女川インター線の供用による先詰
まりの解消によって、平日の上り線で約1.8倍に向上。

＜平日 上り 石巻女川IC方面＞

※速度は各年度の4月～9月の
民間プローブデータより算出

▼石巻北部バイパス（上り方向）の渋滞発生状況

約1.8倍に向上

▼石巻女川IC新設による旅行速度変化
（石巻北部バイパス入口交差点）

【開通前】

【開通後】

旧北上川

三
陸
自
動
車
道

蛇田北

⾄ 登⽶
石巻北部バイパス

入口交差点
（単路部）

⾄ 仙台

⾄

⼥
川

旧北上川

蛇田北

三
陸

自
動
車
道

石巻女川 IC

⾄ 仙台

⾄ 登⽶

⾄

⼥
川

石巻北部バイパス
入口交差点
（単路部）

石巻女川ICの開通によ
り蛇田北交差点からの
先詰まり渋滞が解消

※蛇田北交差点は国道45号の上下線が混雑している。
（下り：10.7㎞/h、上り：9.9㎞/ｈ）

R45

R45

【事業概要】 石巻女川IC新設、県道石巻女川インター線開通

県道石巻女川
ｲﾝﾀｰ線

▲蛇⽥北交差点（⽯巻⼥川IC⼊⼝）
付近渋滞状況

平成26年11月9日 撮影

モニタリング方向

事業箇所

※抽出条件：平日最低速度20㎞/h以下

16

蛇田北
交差点

蛇田北交差点

11.4㎞/h11.4㎞/h
14.1㎞/h

21㎞/h

供用
㎞/h
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【常磐自動車道（相馬IC～山元IC） 2車線部分開通】 （平成26年12月6日開通）

【事業概要】
全体延長 L=23.3km（相馬IC～山元IC）

■常磐自動車道（相馬IC～山元IC）の２車線部分開通により山寺交差点の旅行速度が
休日の下り線で約1.9倍に向上。

▼常磐道開通による旅行速度変化（山寺交差点）

＜休日 下り 仙台方面＞

▼山寺交差点下り方向の渋滞発生状況

平成26年12月9日 撮影開通後開通前 平成26年11月13日 撮影

至 東京

至 仙台

至 東京

至 仙台

開通時の常磐自動車道の様子

山寺交差点

※抽出条件：休日最低速度20㎞/h以下

モニタリング
方向

17

19.8㎞/h18.2㎞/h

33.5㎞/h 34.5㎞/h

開通

㎞/h

約1.9倍に向上

※速度は各年度の4月～9月の
民間プローブデータより算出
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【常磐自動車道（相馬IC～山元IC） 2車線部分開通】 （平成26年12月6日開通）

【事業概要】
全体延長 L=23.3km（相馬IC～山元IC）

■常磐自動車道（相馬IC～山元IC）の２車線部分開通により山元町小平交差点の旅行速度
が休日の上り線で約6.1倍に向上。

▼常磐道開通による旅行速度変化（山元町小平交差点）

＜休日 上り 東京方面＞

▼山元町小平交差点方向の渋滞発生状況

開通前

至 東京

至 仙台

開通時の常磐自動車道の様子

山元町小平交差点

※抽出条件：休日最低速度20㎞/h以下

モニタリング
方向

18

23.5㎞/h

4.4㎞/h

25.5㎞/h 26.8㎞/h

開通

㎞/h

約6.1倍に向上

※速度は各年度の4月～9月の民間プ
ローブデータより算出

H24とH26-28では評価区間の延長が
異なる。

平成26年8月21日 撮影 開通後

至 東京

至 仙台

平成28年3月3日 撮影



４．主要渋滞箇所の解除について（高速道路）
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■高速道路の主要渋滞区間は、H24平日の混雑度1.0以上となる区間（16区間）およびH22休日平均旅行
速度5%タイル値＊40km/h以下（2区間）、さらに道路管理者意見による区間（2区間）が抽出されている。

■仙台港北IC～石巻河南IC間の４車線化事業が完了したために、モニタリングを行った。

主要渋滞区間リスト

▼高速道路の主要渋滞区間（１８区間）

路線名 区間名
H24平日
混雑度

H22休日
速度低

道路管理者

意見選定

7 三陸縦貫自動車道 桃生津山～桃生豊里 ○

8 三陸縦貫自動車道 桃生豊里～河北 ○

9 三陸縦貫自動車道 河北～石巻女川～石巻河南 ○

10 三陸縦貫自動車道 石巻河南～石巻港 ○

11 三陸縦貫自動車道 石巻港～矢本 ○

12 三陸縦貫自動車道 矢本～鳴瀬奥松島 ○

13 三陸縦貫自動車道 鳴瀬奥松島～松島北 ○ ○

14 三陸縦貫自動車道 松島北～松島大郷 ○

15 三陸縦貫自動車道 松島海岸～利府中 ○ ○

16 三陸縦貫自動車道 利府中～利府塩釜 ○

17 三陸縦貫自動車道 利府塩釜～利府JCT ○

18 三陸縦貫自動車道 利府JCT～多賀城～仙台港北 ○

19 仙台東部道路 仙台空港～岩沼 ○

20 仙台北部道路 利府JCT～利府しらかし台 〇

21 仙台北部道路 利府しらかし台～富谷JCT ○

22 仙台南部道路 今泉～長町 ○

23 仙台南部道路 長町～山田 ○

24 仙台南部道路 山田～仙台南 〇

高速道路の主要渋滞箇所モニタリング

20

＊５％タイル値：全体を１００とした場合に
小さい方から数えて5番目の値

※資料：トラカンデータ（H24.4～7 平日）
H22年度民間プローブデータ（休日）

大和

富谷JCT 利府しらかし台

山田

今泉

H28.10 開通

宮
城
川

崎

東

北

道

利府JCT

鳥の海(S)
(H28.3開通)

山元

仙台空港

岩沼

亘理

19

17
富

谷
(
H
2
5
.1

2
開

通
)

24

泉 11

12

8

(唐桑)

登米

三滝堂

志津川

若柳金成

長町

9

築舘

長者原SA(S)

桃生豊里

登米東和

石巻女川(H27.10開通)

桃生津山

河北

H28.4 開通

7

10

利
府

塩
釜

23

仙台南

古川

三本木(S)

仙台北部道路

大
衡

三

陸

縦

貫

道

松島北

石巻河南

石巻港

矢本

鳴瀬奥松島

白石

村田

H27.3 4車線化

H27.10 4車線化

松島大郷

泉PA(S)

仙
台

東

H24.7 4車線化

21

多
賀

城
(
H
2
8
.3

開
通

)

仙
台

港
北

20仙台宮城

村田JCT

利府中

松島海岸

18

仙
台

港
(
H
2
4
.1

2
開

通
)

16

15

22

13

14

笹
谷

山形道

H28.3 4車線化

仙台若林JCT

名取 仙台東部道路
仙

台

南

部

道

路 常

磐

道

主要渋滞区間

※赤字：平成２４年度以降に供
用済の区間のうち、モニタリン
グ期間（H28.4-9）までに完了
した事業箇所を記載（志津川-
三滝堂間はH28.10開通のた
め、モニタリング対象外）



大和

9

富谷JCT 利府しらかし台

山田

今泉

H28.10 開通

白石
鳥の海(S)
(H28.3開通)

常

磐

道
山元

村田 仙台空港

19

岩沼

仙台東部道路
仙

台

南

部

道

路

亘理

仙台若林JCT

名取

笹
谷

宮
城
川
崎

山形道
22

利府中
利府JCT

H28.3 4車線化

村田JCT

H24.7 4車線化
15

松島海岸

長町 18 17
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泉
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港
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H
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2
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通
)

仙
台
港
北

21

矢本

泉PA(S) 12

10

三本木(S) 河北

鳴瀬奥松島

仙台北部道路 石巻女川(H27.10開通)

石巻河南

石巻港

富
谷

(
H
2
5
.1

2
開

通
)

桃生津山

7

桃生豊里

8

H28.4 開通
登米東和

大
衡

古川 三

陸

縦

貫

道

登米

志津川
東

北

道

長者原SA(S) 三滝堂

若柳金成

(唐桑)

築舘

24

：解除候補

：40km/h以下

：40km/h超

■モニタリング結果から４車線化された区間の混雑度および旅行速度が緩和。

【混雑度（平日）】 【休日平均旅行速度5%タイル値】
※当該指標による評価対象：No.13、15

※資料：平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査
トラカンデータ（H28.4～7 平日平均）

※資料：民間プローブデータ
（H28.4～9 休日平均）

※データ欠損
のため評価不能

高速道路の主要渋滞箇所モニタリング結果

21

※赤字：平成２４年度以
降に供用済の区間のうち
モニタリング期間
（H28.4-9）までに完了し

た事業箇所を記載（志津
川-三滝堂間はH28.10
開通のため、モニタリン
グ対象外）

：解除候補

大和

富谷JCT 利府しらかし台

山田

今泉

H28.10 開通

利府JCT

※No.24は道路管理者選定により
　解除可否は要協議
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山元
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：混雑度1.0以上

：混雑度1.0未満
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降に供用済の区間のうち、
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（H28.4-9）までに完了し
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川-三滝堂間はH28.10
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グ対象外）



主要渋滞箇所からの解除候補（案）

■H２８モニタリングにおいて混雑度および休日の速度が緩和した箇所（１０区間）は、主要渋滞箇所か
ら解除としたい。
⇒４車線化により平日混雑度が１．０以下に緩和し、休日旅行速度も40㎞/ｈ以上に上昇した。

▼渋滞が緩和もしくは渋滞箇所ではないと判断した高速道路区間（計１０区間）の渋滞緩和要因

※1：H24混雑度：H24.4～7月平均、H28混雑度：H28.4～7月平均
※2：休日旅行速度： H22.4～9月平均、H28混雑度：H28.4～9月平均

主要渋滞区間名 （高速道路） 渋滞が緩和した要因
平日混雑度※1 休日旅行速度

（5％タイル値）※２

H24 H28 H22 H28

10 三陸縦貫自動車道 石巻河南～石巻港 ・４車線化により平日の混雑度が緩和 1.47 0.51 上り：58.0㎞/h
下り：63.7㎞/h

上り：77.5㎞/h
下り：77.9㎞/h

11 三陸縦貫自動車道 石巻港～矢本 ・４車線化により平日の混雑度が緩和 1.79 0.78 上り：54.4㎞/h
下り：62.9㎞/h

上り：80.6㎞/h
下り：83.3㎞/h

12 三陸縦貫自動車道 矢本～鳴瀬奥松島 ・４車線化により平日の混雑度が緩和 2.11 0.77 上り：63.4㎞/h
下り：62.6㎞/h

上り：83.6㎞/h
下り：83.8㎞/h

13 三陸縦貫自動車道 鳴瀬奥松島～松島北
・４車線化により平日の混雑度が緩和し、休日の速
度は上昇

1.17 0.53 上り：38.6㎞/h
下り：38.6㎞/h

上り：81.6㎞/h
下り：53.6㎞/h

14 三陸縦貫自動車道 松島北～松島大郷 ・４車線化により平日の混雑度が緩和 1.17 0.54 上り：44.4㎞/h
下り：44.4㎞/h

上り：81.6㎞/h
下り：53.6㎞/h

15 三陸縦貫自動車道 松島海岸～利府中
・４車線化により平日の混雑度が緩和し、休日の速
度は上昇

1.07 0.48 上り：35.8㎞/h
下り：35.8㎞/h

上り：82.2㎞/h
下り：84.1㎞/h

16 三陸縦貫自動車道 利府中～利府塩釜 ・４車線化により平日の混雑度が緩和 1.33 0.45 上り：73.2㎞/h
下り：75.4㎞/h

上り：83.8㎞/h
下り：80.4㎞/h

17 三陸縦貫自動車道 利府塩釜～利府JCT ・４車線化により平日の混雑度が緩和 1.50 0.46 上り：70.0㎞/h
下り：75.4㎞/h

上り：84.2㎞/h
下り：53.6㎞/h

18
三陸縦貫自動車道 利府JCT～多賀城

～仙台港北
・４車線化により平日の混雑度が緩和 1.69 0.64 上り：58.4㎞/h

下り：67.0㎞/h
上り：82.1㎞/h
下り：84.0㎞/h

19 仙台東部道路 仙台空港～岩沼
・平成２７年度全国道路・街路交通情勢調査に伴う
交通容量の見直しにより平日の混雑度が緩和

1.06 0.48 上り：86.5㎞/h
下り：83.0㎞/h

上り：90.4㎞/h
下り：87.2㎞/h
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５．上愛子地区検討部会について
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上愛子地区検討部会について （さくらんぼ狩り期の渋滞対策の課題と対策方針）

広報・周知の強化①③④

○広報・周知期間の拡大
○情報発信策の強化・充実

（チラシ配布方法の変更、案内
看板の増設設置等）

交通容量拡大④

○右折滞留長延伸、信号現示調
整（H29.6.3完了）

交通誘導施策による交通分散
②③④

○インセンティブによる出発、帰
宅時間変更対策

○情報案内看板による経路分散
対策

①情報の認知度向上

②行動変化を促すイ
ンセンティブの検討

③さらなる交通分散

④容量拡大施策・他
路線への転換促進

H28の取組み
結果と課題

平成29年度の
対策⽅針

さくらんぼ園来場者の
約９割が県外からアク
セス

来訪先の約９割が寒河
江市、東根市、天童市
の３市に集中

来園者の約７割が国道
48号経由でアクセス

行き帰りともに一定時
間帯に交通が集中

さくらんぼ期の
課題

ラジオによる
広報

道路情報板
による広報

広報チラシ
の配布

新聞折込
による広報

SNSによる
情報発信

情報案内看板
の設置

平成27・28年度の取組み

H27

H28

H27取り組みの強化H27取り組みの強化

○さくらんぼ狩り期に著しい渋滞が発生する国道48号・上愛子地区において、各種ソフト施策と実態調査を実施
○毎年度、調査結果を基に課題に対応した新たなソフト施策を導入し、効果検証をすることで継続的な渋滞対策を展開

●さくらんぼ期の課題に対応した取り組みを継続して実施
●H27年度の取り組みに加え、H28年度は情報案内看板を設置

●H28年度の渋滞状
況から、平成29年
度の課題を検討

■平成29年度 新たな対策メニュー
＜インセンティブ策の導⼊＞
・さくらんぼ狩りの出発時間・帰宅時間をずらすため、
割引・温泉⼊浴券によるインセンティブ策を導⼊

①9時〜10時に⼊園券を購⼊した⽅
⼤⼈ 1,600円 → 1,000円に割引
⼦供 1,100円 → 500円に割引

②14時〜15時に⼊園券を購⼊した⽅
東根温泉⼊浴券をプレゼント

▲出発・帰宅時間変更対策

＜広報・周知の強化＞
・国道48号の混雑回避を促す案内看板を国道
48号周辺地域に設置（H28年度から増設）

▲案内看板

■平成29年度 交通実態調査実施⽇
・さくらんぼ狩り期序盤の⼟曜⽇・⽇曜⽇

平成29年6⽉第2週 （6/10（⼟）,6/11（⽇））
⇒ 交通量・渋滞⻑・旅⾏速度等の交通実態

・さくらんぼ狩り期ピーク時の⼟曜⽇・⽇曜⽇
平成29年6⽉第3週 （6/17（⼟）,6/18（⽇））
平成29年6⽉第4週 （6/24（⼟）,6/25（⽇））
⇒ 交通量・渋滞⻑・旅⾏速度等の交通実態
⇒ 沿道出⼊り状況・UAV撮影等の渋滞状況
⇒ さくらんぼ観光果樹園における来園者ヒアリング

・夏期の通常の休⽇
平成29年7⽉第2週 （7/9（⽇））
⇒ 交通量・渋滞⻑・旅⾏速度等の交通実態

※ 現在、調査結果とりまとめ中
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参考 さくらんぼ狩り期の渋滞対策（記者発表の実施（1/2））

国道４８号でのさくらんぼ狩りシーズンの渋滞対策に関する新たな取り組み（混雑時間帯以外の来園
者への割引、広報チラシの配布箇所の変更、案内看板の増設）などについての記者発表を実施。

記者発表資料（1/4）

記者発表資料（2/4）
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参考 さくらんぼ狩り期の渋滞対策（記者発表の実施（2/2））

記者発表資料（3/4） 記者発表資料（4/4）



６．渋滞対策実施の考え方について
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■ 宮城県内における主要渋滞箇所（２５１箇所）の状況

■宮城県内の主要渋滞箇所のうち６３箇所で渋滞対策事業等が実施済み。
■そのうち、１８箇所は本年度効果検証を予定。４５箇所は依然として渋滞が発生

しているため、追加対策の検討が必要。
■対策中の主要渋滞箇所が６２箇所存在する。
■一方で、対策が未実施の箇所が１１５箇所あり、引き続き対策実施が必要である。

解除済
H29年度
解除候補

対策済箇所 対策未実施
箇所

対策中箇所 合計
効果検証箇所※ 追加対策検討箇所※

箇所数 ８箇所 ３箇所 １８箇所 ４５箇所 １１５箇所 ６２箇所 ２５１箇所

対応
方針

- - • 対策の効果を
検証。

• 検証結果を踏
まえて、主要
渋滞箇所から
の解除、継続
的なモニタリン
グ、追加対策
等を検討。

• 継続的にモニタリングを実施。
• 渋滞要因を把握。

• 渋滞要因を踏まえて、短中長
期対策メニューを検討。

• 継続的
にモニタ
リングを
実施。

• 事業完
了後に
効果を検
証。

-

※効果検証箇所：モニタリング期間であるH28.4～H28.9以降に事業が完了した箇所
※追加対策検討箇所：モニタリング期間であるH28.4～H28.9以前に事業が完了したが、最低速度が20㎞/h以上とならなかったため解除候補とならなかっ
た箇所



宮城県内の主要渋滞箇所における渋滞対策実施の考え方(案)

Plan

Dｏ

Ｃｈｅｃｋ

Ａｃｔｉｏｎ

宮城県内の主要渋滞箇所

対策案の整理
・渋滞状況の把握（道路管理者アンケート）
・箇所毎の渋滞要因の整理
・短中長期対策メニューの立案（流入方向別）

道路管理者別主要渋滞箇所の整理

・対策実施の実現可能性がある箇所を抽出

対策内容検討
・道路管理者毎に早期に実施可能な対策の実施に
向けて計画を検討

対策の実施

速度状況のモニタリング
・主要渋滞箇所からの解除候補の確認
・渋滞協による解除判定

主要渋滞箇所からの解除

追加対策検討

渋滞が残存

渋滞が解消

■宮城県内の主要渋滞箇所の解除に向けた渋滞対策実施の考え方（案）を以下のフローに示す。
■渋滞対策メニューとして短期対策が実施可能な箇所及び中長期の対策が必要な箇所を検討する。
■対策はＰＤＣＡサイクルを構築し実施する。
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宮城県内の主要渋滞箇所における渋滞対策実施の考え方(案)

対策案の整理

■主要渋滞箇所の全箇所（渋滞が残存している全方向）において、現在の渋滞状況と道路交通環境から渋滞要
因を整理し、短期・中長期の対策メニューを立案。

道路管理者アンケート調査による
渋滞状況の把握

主要渋滞箇所の道路状況・
交通環境（センサス・民間プローブ）

・各主要渋滞箇所の流入方向別の渋滞状況を把握するため道路管理者へのアンケートを実施。

・航空写真から道路状況（車線、交差点形状など）、および各種既存交通データから交通環境（交通量・渋滞
状況等）を把握。

現況の把握

箇所毎の渋滞要因の整理

短中長期対策の立案

・プローブのモニタリング結果から渋滞が発生している流入方向に対し、要因に応じた渋滞対策メニューを立
案。

・道路管理者へのアンケート結果及び現地状況を踏まえて早期に実現の可能性のある短期対策と、交通需
要超過の要因や大規模交差点改良が必要な場合などは中長期対策として整理。

短期対策

・大規模な用地買収のいらない交差点改良
（右左折車線の設置・延伸 など）

・駐車対策・規制対策
・信号現示調整
・ソフト対策（交通需要マネジメント（通勤渋滞など））

等

中長期対策

・バイパス整備（渋滞が連続している箇所など）

・立体化など大規模な交差点改良、道路拡幅
（横断構成の見直し等によるピンポイント対策実
施が難しい箇所など）

等

【対策案の整理の流れ】

・各流入方向別の渋滞状況および道路交通環境から渋滞要因（道路構造・交通状況）を整理。
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７．今後の調査・検討方針（案）について
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■平成２８・２９年度は三陸道の開通・４車線化、常磐道のスマートICの新設等や個別交差点改良による
主要渋滞箇所の渋滞緩和を実施。

主な事業の実施（開通）内容（平成２８・２９年度）

▼主な事業の実施（開通）内容（平成２８年度）

実施
年度

路線名/交差点名 対策の概要 主要渋滞区間・箇所・エリア※
完了
時期

平成
２８
年度

仙台東部道路 名取中央SIC
（名取市）

名取中央SICの新設
50.国道４号（関下付近

～名取大橋南付近）
Ｈ２９．３

（都）大手町下増田線
（名取市）

4車線拡幅
54.国道４号（名取駅前付近

～田高付近）
Ｈ２９．３

国道45号 南三陸道路
（南三陸町）

志津川IC～南三陸海岸IC開通 ⑤.十日町交差点 Ｈ２９．３

国道２８６号 越路交差点
（仙台市）

右折レーン設置
44.国道４号（八本松１丁目付近

～東二番町定禅寺付近）
H２８．１２

町道新砂押迎東浦線 飯土井地内交差点
（利府町）

道路新設 ㉓.新幹線基地入口交差点
Ｈ２９．３

矢本石巻道路（石巻市）
石巻女川IC～桃生豊里IC
の４車線化

8.三陸縦貫自動車道
（桃生豊里～河北）

9.三陸縦貫自動車道
（河北～石巻河南）

Ｈ２９．３
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※主要渋滞区間・箇所・エリアは公表時の名称
○囲み数字は主要渋滞箇所番号
○のない数字は主要渋滞区間番号



実施
年度

路線名/交差点名 対策の概要 主要渋滞区間・箇所・エリア※ 備考

平成
２９
年度

(都)元寺小路福室線(宮城野橋工区)
（仙台市）

道路拡幅・交差点改良 43.市道（五橋１丁目付近～Ｘ橋付近）
Ｈ２９．６
開通

市道 鴻ノ木・薬師島線（登米市） 道路新設 ⑪.佐沼中江交差点

国道398号 石巻バイパスⅡ期（石巻
市）

道路新設 石巻エリア

(都)中田北線外1線（仙台市） 交差点改良 50.国道４号（関下付近～名取大橋南付近）

国道45号 本吉気仙沼道路
（気仙沼市）

大谷IC(仮)～気仙沼階上
IC(仮)～気仙沼IC(仮)供用

2.国道４５号（松崎馬場付近
～上中田１丁目付近）

3.国道４５号（長磯前林付近～松崎馬場付近）

H２９年度
中

国道45号 南三陸道路（南三陸町） 南三陸海岸ＩＣ～歌津ＩＣ供用 ⑤.十日町交差点
H２９年度
中

主）築館登米線（みやぎ県北高速幹線
道路）Ⅱ期（中田工区）

（登米市）
登米IC～佐沼IC（仮）供用

⑧.末広交差点、⑨.佐沼大橋交差点、
⑩.内町交差点、⑪.佐沼中江交差点

常磐道山元南SIC（山元町） 山元南SICの新設 62.国道６号（高瀬付近～山元町小平付近） H２９．４

▼主な事業の実施（開通）内容（平成２９年度）

主な事業の実施（開通）内容（平成２８・２９年度）
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※主要渋滞区間・箇所・エリアは公表時の名称
○囲み数字は主要渋滞箇所番号
○のない数字は主要渋滞区間番号



平成２９年度の具体的な取組み内容（案）

34

①主要渋滞箇所の継続的なモニタリング
昨年度と同様主要渋滞箇所の継続的なモニタリングを実施。結果
から主要渋滞箇所の解除を検討。

②事業実施箇所の評価
平成２８・２９年度中に実施（開通）される事業の効果検証のため、ト
ラカンやプローブデータを活用しながら、周辺路線の交通量・速度
の変化について把握。

③実現可能な対策メニューを検討
各管理者により、主要渋滞箇所について、各種調査に基づき実現
可能な対策メニューを検討。
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みやぎ県北高速幹線道路
Ⅱ期（中田工区）

国道４５号南三陸道路
（志津川IC～南三陸海岸IC）
供用 H29.3

市道 鴻ノ木・薬師島線

国道４５号 本吉気仙沼道路
（大谷IC（仮）～気仙沼IC（仮））

国道４５号南三陸道路
（南三陸海岸IC～歌津IC）

主な事業箇所（平成２８・２９年度実施（開通）箇所）（宮城県北東部）

志津川IC 南三陸海岸IC

歌津IC

気仙沼IC（仮）

大谷IC（仮）

気仙沼階上IC（仮）

　＜主要渋滞箇所＞

：箇所

：解除箇所

：区間

：エリア

　＜道路種別＞

：高速道路

：一般県道以上

：市町村道

：主な大規模商業施設

　　　　　　　凡例
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（都）大手町下増田線供用

H29.3

国道286号 越路交差点
右折レーン設置

仙台東部道路 名取中央SIC整備 H29.3

(都)元寺小路福室線(宮城野橋工区)
道路拡幅・交差点改良

（都）中田北線外1線
交差点改良

主な事業箇所（平成２８・２９年度実施（開通）箇所）（仙台市周辺）
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町道新砂押迎東浦線
供用 H29.3

矢本石巻道路
（石巻女川IC～桃生豊里IC）
４車線化 H29.3

国道398号
石巻バイパスⅡ期

主な事業箇所（平成２８・２９年度実施（開通）箇所）（宮城県東部）
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常磐道 山元南SIC
整備 H29.4

主な事業箇所（平成２８・２９年度実施（開通）箇所）（宮城県南部）


